
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023 年の日本経済は若干の回復であるものの、欧米諸国は減速が避けられない。米国は

FOMC による政策金利の上昇から景気減速、ユーロ圏も金利上昇とエネルギー価格の上

昇が重なり、景気が悪化する。米国のインフレ自体は、金利引き上げによる景気減速で低

下するものの、FOMC は少なくとも年前半は金利を高い水準で維持することが見込まれ

る。2024 年に関しては、米国はインフレの落ち着き、金利政策の転換から景気が回復、

ユーロ圏についてもエネルギー転換が進みインフレ圧力が弱まることから、景気が回復基

調をたどるものと見込まれる。(GDP デフレーター=経済全体のインフレ率) 

 

世界経済・2023 年の欧米経済 

2023/1/16 第 886号 朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 
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